
 

 

 

 

 
  
 
 
 

日本語を話す仲間と 日本語で学ぶ土曜日（5/10） 
ＬＩ校６年生の国語の授業。登場人物「律」と

「周也」の人物像を捉える授業でした。作品は「律」

の視点で書かれた「１」と「周也」の視点で書か

れた「２」で構成されています。この時間は、２

人の登場人物がそれぞれ思う自分自身、「律」から

見た「周也」と「周也」から見た「律」、読み手で

ある私から見た「律」と「周也」の３つの視点か

ら人物像を読み深めました。人物像を表す叙述に

着目し、子どもたちは「落ち着きがない」「積極的」

「のびのびしている」「強がり」など「人物を表す

言葉」を集めた参考資料も手掛かりにしながら人

物像を表現していました。 

日本語を話す仲間と、日本語で書かれた作品を

一緒に読み、視点が違うと登場人物の人物像も異なって見えることを学んでいました。週に１

回土曜日だけの補習校ですが、学びを深めている子どもたちの姿を見ることができました。 

１年生の教室には「にほんごで はなそう」「きょうかしょを もって おんどくを しよう」と

掲示されています。

平日は現地校に通

い、英語環境で過ご

している子どもた

ちは、家庭での言語

環境によっては、日

本語での学びに苦

戦することもある

でしょう。それでも

各家庭で日本語力

を維持、発展させる

環境を整え、補習校でも幼児部や初等部１年生から学習を継続し積み上げることで、上述の６

年生のような授業が成立するようになります。１年生の教室で学ぶ子どもたちの５年後の姿が

６年生の教室にあります。粘り強く補習校に通い続ける子どもたちを応援しています！ 

日本語を話す仲間と日本語で学ぶ補習校 
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「週刊 NY生活」硬筆書写コンクール夏期課題発表 
「週刊 NY 生活」の硬筆書写コンクール第５８回夏期課題の発表がありましたのでお知らせ

します。落ち着いて丁寧に字を書く時間を設けてみませんか。 

個人で応募することができますが、本年度も学校に提出していただければ、校長が取りまと

めて応募します。幼児の部から高校・一般の部まで部門がありますので、補習校の全員が応募

することができます。学校を通して応募する場合は、６月２１日（土）までに学級担任に提出

してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

募集要項と各部のお手本、規定応募用紙を本校ホームページの【在校生向けページ ＞ 各種

コンクール案内、応募要項】にアップロードしましたので、ご活用ください。 

海外子女文芸作品コンクール応募にあたって 
本年度も 5月 3日付けで案内を配付しました。毎年度、学校として積極的な取組を呼び掛けています。テ

ーマは、海外生活を題材にしたものであれば自由です。審査基準は「海外生活での新鮮な感動・実感や経

験を踏まえたもので、適切な表現がなされた作品」です。アメリカでの生活を題材としていれば、何を書

いてもよいことになります。誰にでも書ける内容でなく、自分だからこそ書ける内容を選んでほしいと思

います。「したこと」「見たこと」「聞いたこと」よりも「思ったこと」「感じたこと」を表現すること、自

分の素直な気持ちを書き表すことを保護者の皆様からもアドバイスしていただけたらと思います。 

学校提出しめきり 6月 7日 


